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Fig.3 Time chart of temperature and pressure at Point 1. 
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1. はじめに 

今日、地球温暖化や化石燃料の枯渇が問題と

なり、化石燃料に代わる新たなエネルギーの開

発が進められている。究極のクリーンエネルギ

ーである水素は、燃焼時に水のみを生成するた

め特に注目されている。水素を大量に貯蔵・輸

送する場合、気体状態の約 800倍の密度を持つ

液体水素（沸点 20.3 K）の状態で貯蔵し、海上

輸送することで高い効率が得られる。 

本研究では 2 m
3タンクの陸上輸送実験 1)と

その解析モデルを基に、1250 m
3舶用液体水素

タンクを対象として、大型タンク内の熱流動に

ついてシミュレーション解析を行い、タンクの

設計に関する知見を得ることを目的とする。 

2. 解析条件 

タンクモデルを Fig.1に示す。重心上の Line

と Point 1(重心より 4.3 m上部)は各データの解

析位置である。揺動運動は以下の方程式を用い

て定義した。 

Roll(𝑥) ∶ 𝛼 = 𝛼𝑚𝑎𝑥 𝑠𝑖𝑛 (
2𝜋

𝑇
𝑡)   (1)   

Yaw(𝑦) ∶ 𝛽 = 𝛽𝑚𝑎𝑥 𝑠𝑖𝑛 (
2𝜋

𝑇
𝑡)   (2)  

Pitch(𝑧) ∶ 𝛾 = 𝛾𝑚𝑎𝑥 𝑠𝑖𝑛 (
2𝜋

𝑇
𝑡)     (3)  

ここで、α、β、γは各軸回りの回転角度、αmax、

βmax、γmax は各軸回りの最大回転角度、T は揺動

周期、tは時間である。αmax= 0.523 [rad]、βmax= 0 

[rad]、γmax= 0.158 [rad]、Rollの周期を T =12.23 

[sec]、Pitchの周期を T =5.22 [sec]として 2時間

揺動させた。ただし、初期条件としてタンク内

の液体水素の充填率は 85%とし、水素（気相

および液相）は 20.3 K、タンク壁は断熱として

ANSYS CFX により解析を行った。 

3. 解析結果 

タンクモデルを 2 時間揺動させた時の Line

上の液面の変化を Fig.2に、また Point 1の圧力

と温度の変化を Fig.3に示す。液面は 2時間後

上昇している。また、温度と圧力はゆっくりと

変動していることがわかる。 
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